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審査技術概要シート 
 

本概要シートは、土木・建築関係団体により設立された「建設技術審査証明協議会」の会員として、一般財団法人 日本建築センター（BCJ）が実施した「建設技術審

査証明事業（建築技術）」の結果を広く紹介する目的で作成したものです。 

 

［審査証明番号／有効期限］ ＢＣＪ-審査証明-262／2026 年 7 月 11 日 

［技術の名称］ 環境配慮型改質アスファルト防水工法「アスオーブ工法」 

［依頼者（審査証明取得者）］ 日新工業株式会社 

［技術概要］ 

本技術は、平場部1層目に部分粘着層付改質ア

スファルトルーフィングを常温粘着工法で施工

し、2層目は1層目のルーフィング表面にコーティ

ングした溶融しやすい特殊フィルム及び易溶融

の改質アスファルト層をバーナーで炙り、溶融し

た改質アスファルトを用いて、熱工法と同様に空

隙無く改質アスファルトルーフィングを積層す

る改質アスファルト防水工法である。 

 
■露出防水仕様例（SOM－1） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平場部 

工程 材  料 
使用量 

(㎏／㎡)

1 プライマーＡＱ 0.2 

2 カスタムＭ  

3 
シェーンボード 

(ＵＳボンドＡ線状塗布) 

 

0.5 

4 オーブルーフＳ  

5 オーブキャップ  

 

 立上り部 

工程 材  料 
使用量 

(㎏／㎡)

1 プライマーＡＱ 0.2 

2 
オーブルーフＦ 

(又はオーブルーフＰＶ) 
 

3 オーブキャップＶ  

 

 

 

 

［開発の趣旨］ 

既存アスファルト防水熱工法は、防水工事用ア

スファルトを溶融釜で 240～280℃程度に溶融さ

せ、ルーフィング類を 3～4 枚積層して防水層を

形成する工法である。このアスファルト防水熱工

法には、水密性の信頼性が高い反面、次のような

問題点がある。 

(1) ルーフィング類を 3～4 枚積層して防水層を

形成するため、使用材料及び作業工程が多い事

による作業効率上の問題。 

(2) 防水工事用アスファルトを作業現場で溶融

するため、溶融アスファルトから発生する煙・

臭い等の環境上の問題。 

本工法は、バーナーを用いて施工する工法のた

め、溶融釜の荷揚・運搬・移動及び防水工事用ア

スファルトの溶融待ち時間などの作業負担がな

く、更に煙・臭い・二酸化炭素の発生量が少なく、

既存アスファルト防水熱工法と同等の防水性能

を有する工法である。 

 

［開発目標および審査証明結果］ 

本技術において、前記の開発の趣旨、開発の目

標に照らして審査した結果は、以下のとおりであ

る。 

(1) 既存アスファルト防水熱工法と同等の防水

性能を有するものと判断される。 

(2) 既存アスファルト防水熱工法と比較して、作

業負担や環境負荷の軽減が図れると判断され

る。 

■仕様対比表 

防水種別 アスオーブ工法 
公共建築工事標準 

仕様書 

保護防水 ＦＯ－１ 
Ａ－１、Ａ－２ 

Ｂ－１、Ｂ－２ 

保護防水

断熱 
ＦＯＩ－１ 

ＡＩ－１、ＡＩ－２

ＢＩ－１、ＢＩ－２

露出防水 ＳＯ－１ Ｄ－１、Ｄ－２ 

露出防水

断熱 

ＳＯＩ－１ 

ＳＯＭ－１ 
ＤＩ－１、ＤＩ－２

屋内防水 ＲＯ－１００ Ｅ－１、Ｅ－２ 

［本技術の問合わせ先］ 

日新工業㈱ 営業統括部屋上関連事業推進室 

TEL：03-3882-2571 

 


